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方言における量詞の諸相
　　　　　　　　　̶ ̶ 、
　　　　　　　　  　 ( 第二版 ) をもとにして

植　田　　均
Ueda Hitoshi

１．はじめに

　中国近世語学会佐藤晴彦会長が当会『ニューズレター』2007 年度第１号で「本年度研究総会への提案」を開陳

された。その内の１つが「量詞の諸相̶各方言の全面的記述」である。

　この作業を進めて行く上で「普通話量詞に対する方言量詞」の基本となる雛形を作成しなけらばならない。第１

段階として「日常生活の中で目に触れることのできる名詞」（普通話名詞）を幾種類か選出。これに普通話量詞、

方言量詞、方言地域を付加する。

　今、方言量詞を多く含む《 》（ ）、《 》（ ）等を基にして挙げる。なお、

陳亦文 1999 は四川方言の量詞を実地調査した労作であるが、《 》等と突き合わせてみた結果、《

》の遺漏を補うこともできる。つまり、灰色の網掛けをした部分に示した通り、多くの語が方言辞典

類に漏れている。灰色の網掛けをしていない「四川省成都」は陳 1999 に収録しているかもしれないが、方言辞典

類に掲載されているケースである。

２．凡例

（１） もちろん、現代の方言区域と宋、元、明、清代などの方言区域は必ずしも合致しない場合があるであろう。

本稿で示す方言区域は基本的に現代方言の場合を指す。

（２） 歴史的に方言量詞の諸相を追究する前の段階として、現代方言における量詞の諸相を作成したのが本稿

である。

３．方言における量詞の諸相

　以下に示すのは、先ず、方言量詞、共通語量詞、方言量詞を用いた例文、方言量詞を用いる区域の順に配列した。

方言区域は官話方言を中原官話、西南官話、江淮官話、膠遼官話などに分け、南方へ下がる順に湘語、 語、呉語、

客話、粤語、 語に分けた。
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【部屋】

　＊量詞よりもむしろ名詞が変化しているので、北京から福州まで全方言を記す。
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【橋】
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　　 ＊最後の “支” はオモテ、ウラの「面」で数えるのではなく、「棒状のもの」で数える。
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【フトンなど】
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　　＊ “瓶” は臨時量詞。
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[ 記号 ]

　△ ：《現代漢語方言大詞典》に収録。

　方言点上にある <　>：陳亦文 1999 ａに拠る。

［注］

1) 基本的に集合量詞は取り上げない。例えば、“ ”、“ ”、“家” などである。しかし、集合量詞にも方言量詞が “片” の如く、

対立軸として存在する場合は取り上げた。

2) 中川 2007,255 は「“匹” を馬・トリ・ウシ・ブタに用いる方言は見あたらなかった」というが、《 》p.519 に

“匹” を “ ” と解説し、方言区域とその用例を の “ ～ ” とする。“ ”

はブタである。

3) 福州人の複数のインフォーマントの方は「大きなサイズの魚に対して量詞 “ ” を用い、イワシやアジなどの小さなサイズの

魚には “ ” を用いない」と主張された。

4) 郭明昆 1962,387 に “座” と “間”、“所” などの差異について次の如く述べる。地面に相当の面積を占めて鎮座せる定着不動の

山林や建造物は、“座” をもって表し、周囲をかこんだ建物の部屋は “間” で表す。山、城、樹林子、廟、楼、塔、牌楼、橋、店

などみな “座” に帰属し、房子 ( ヘヤ )、屋子、書房、客庁などみな “間” で数えられる。時には地所を占めている意味で “一所殿宇”、

“一所院子” や “一処村子” というように言うこともある。

5) 郭明昆 1962,385 に “顆”と “粒”の差異をつぎの如く論述する。小さい粒形のものは “粒”または “顆”によって表象される。米、

麦、粟、沙、飯、丸薬などの如き粒形のものの個体の一つ一つを言うときは “粒” といい、宝石、珠玉のように堅い円形の粒は、

特に玉も真珠も金鋼鑽（ダイアモンド）も “顆” で表象する。泉州、 、廈門一帯の福建語（福老話）では、これらの粒形の

ものは一様に “粒” を用いる。
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なお、第 22回中国近世語学会研究総会 (2007.6.3. 於：愛知大学車道学舎 ) にて「方言における量詞の諸相」と題

して口頭発表し、以下に示すアンケート表を配布、協力を仰いだ。
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